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苦手意識を抱かせない器楽導入指導の在り方

－離島小規模小学校における実践を通して－

西田治（　初等教育講座）

1．はじめに

鍵盤ハーモニカ及びリコーダーに苦手意識を持たせないためにはどうすればよいのか。そ

の最も効果的な手立ては、導入指導法の在り方にあると私は考えている。子どもが初めて楽

器と出会う様子は、音の出るおもちゃと出会う様子に似ている。それがおもちゃならば、音

を出すことを試行錯誤しながら楽しむことで事足りるが、それが楽器であり、操ることが必

要となるものである場合には、その出会いの時期（導入期）におもちゃで遊ぶかのような感

覚を大切にしながらも基礎的な奏法を身につけさせる必要がある。その楽器に出会い、先入

観の薄い導入期に、楽器としての魅力を感じさせ、基礎的な奏法を身につけさせられるかが、

苦手意識を持つか否かの重要な分かれ道となる。よって、本稿では、子どもに苦手意識を抱

かせない器楽導入指導の在り方について実践と考察を行おうとするものである。

2．苦手意識を抱かせない導入指導とは

苦手意識を抱かせない器楽導入指導のポイントとして以下3点を挙げる。

①楽器としての魅力を感じさせること

②基礎的な奏法と事項を理解させること

③何より楽しんで楽器と触れ合うこと

①については、先ずおもちゃではなく楽器であることを認識させ、それが音楽を作り出す

魅力的な道具であることを感じさせることを意味している。これを感じさせるのに最も有効

なのは、教師による範奏であろう。教師が導入指導の際に、子どもと同じ楽器を用いて範奏

して聴かせることで、子どもたちは自分達の持っている楽器（鍵盤ハーモニカ、リコーダー）

が素敵な音楽を作り出す道具だと感覚的に理解できるからである。また、範奏する楽曲は、

難しいものでなくて良い。シンプルな曲でも美しい音と音楽の流れで演奏することで確実に
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子どもたちは、熱心な聴衆となってくれる。そして、それらの楽器へ憧れをもって学習を始

めることができるのだ。

②については、楽器と出会った初期にこそ、誤った癖がつかないよう基礎的な奏法を身に

つけることが重要となることを意味している。リコーダーでいえば、左手を上に構えるとい

ったことやタンギング、鍵盤ハーモニカでいえば、正しい指使いや鍵盤の理解といった事項

である。しかし、これらの基礎的な奏法と事項の理解があまりにも無味乾燥、教師からの一

方的な押し付けであると、子どもたちは一気にその楽器への魅力を失ってしまう。よってそ

の楽器への嫌悪感を抱かせないために重要となるのが、先ずはその楽器を演奏することが楽

しいと感じられることである。それが③である。もちろん、ここでいう楽しさは、自分勝手

に楽器に触れることを意味しているのではない。 Iわかった!J できた!J もっとやっ

てみたいけなどの充実感を伴った楽しさのことである。

以上に上げた3点が、苦手意識を抱かせない器楽導入指導の必須事項と考える。そこでこ

れらのコンセプトをもとに器楽導入指導の授業をデザインし、実際に授業を行った。

3.実践事例からの紹介

( 1 )実践事例の概要

鍵盤ハーモニカ及びリコーダーそれぞれの導入指導案を立て、今回は、新上五島町立H小

学校にて実践を行わせて頂いた。 H小学校は、全校児童41名の小規模校である。当初、鍵

盤ハーモニカは 1年生のみを、リコーダーは3年生のみを対象とした導入指導を行う予定で

あったが、学校からの希望により、鍵盤ハーモニカについては1"'6学年までの全学年に、

リコーダーについては3"'6年合同で実施することとなった。こういった複学年一緒に器楽

導入指導を行えるのも小規模校ゆえの利点と捉え、今回は、初めてその楽器に取り組む学年

にとっては「その楽器と仲良くなることj をねらいに、既に一年以上取り組んでいる学年に

は「その楽器と仲直りすることj をねらいに授業を進めることとした。以下、鍵盤ハーモニ

カおよびリコーダーそれぞれについて、授業の概要と子どもたちの感想を紹介する。

各授業の指導案は、資料として論文末に一括して掲載している。それら指導案は、授業を

行う際に実際に使用し、参観して頂く先生方に配布したものである。指導案中に「具体の評

価規準Jが盛り込まれているが、これは私が評価を実際に行うためのものではなく、参観し

て頂く先生方の今後の参考にして頂くためと指導のねらいをより明確にするために設けたも

のである。

(2 )リコーダー導入指導

リコーダー導入指導は、以下の流れで、行った。

( i )教師による範奏と本時のめあてを掴む

(五)リコーダー演奏の基礎となる 5つのポイントの理解



(出)楽曲の演奏

(iv) リコーダーの種類の理解(教師による範奏を含む)

(v)ポイントのおさらいと感想、の記入

先ほど示した「器楽導入指導のポイント①楽器としての魅力を感じさせること。 Jを押さ

えるために、授業の初めにはソプラノリコーダーによる「し1つも何度で、も」の範奏を行い、

授業後半では、リコーダーの種類の紹介を含めてクライネソプラニーノによる「パズーのラ

ッパj、ソプラニーノによる「ムクドリ」、パスによる「もののけ姫Jの範奏を行った。ま

た、最後にお礼として2本のリコーダーによる「ぶんぶんぶんjの重奏も演奏した。範奏の

曲数は、合計5曲である。後ほど紹介する子どもたちの感想にも、教師による演奏が印象に

残っている様子がうかがえる。いずれも難しい曲ではないが、教師が子どもの前で実際に演

奏することで、子どもたちの印象に残り易く、憧れと目標を持ってリコーダーへの学習が始

められるものと考える。

次に「器楽導入指導のポイント②基礎的な奏法と事項を理解させること。③何より楽しん

で楽器と触れ合うこと。 Jの2点についてで、あるが、これを踏まえるために基礎的な演奏法

と事項をゲーム感覚で学ぶ方法や、日常の生活で経験しているイメージを用いるなど指導法

の工夫を行った。以下、指導の流れに沿って指導方法と内容について概観したい。

( i )の範奏については前述のため割愛。(五)が本時の中心をなす部分である。 5つの

ポイントを漢字1文字ずつで、表し、一つずつ理解をさせていったo そのポイントは以下の5

つで、あるo

O耳・・・音色に気をつけて演奏を聴き分ける

O息…演奏に適した息圧の理解

0舌…タンギングの理解

0指・・・左手の運指の理解

0姿…演奏に適した姿勢の理解

「耳Jの部分では、同じメロディーを f適した息で吹いた場合j と「乱暴な息で吹いた場

合j の2回を演奏し、子どもたちにきれいな音色とはどういうものか、そして、きれいな音

で演奏するためには、今のように耳をよく使わないといけない、ということについて理解さ

せた。

「息Jの部分では、きれいな音を出すための最大のポイントとして、息圧の理解をさせた。

シャボン玉を吹くジェスチャーをした後にリコーダーで、すべての穴を開放の状態で、澄んだ、音

色が出るまで、繰り返し練習を行ったo 子どもたちがリコーダーを吹く場合、そのほとんど

が息圧が大きすぎて割れて乱れた音になり易い。 iどのような息だときれいな音が出るのかJ

を感覚的に理解させるために、ジェスチャーと解放でのロングトーンを行った。

「舌」の部分では、タンギングの理解を目指した。タンギングは、きちんと指導を行わな

ければ、身につかないままになってしまうことの多いテクニックであるが管楽器を演奏する



際には必須のテクニックであり、教え方次第ではかなり容易に身につくものであるため導入

期に是非とも扱うべき指導事項である。今回の授業では、三国和子 (1995)で紹介されてい

たアイディアを使用し[三国和子、 1995:pp.51-52J、英語の「トゥーJを出発点とした学習

を行ったD 基本的には教師とのコール&レスポンスを繰り返す中で習得してし、かせたが、子

どもたちはゲーム感覚でタンギングを習得していった。

「指Jについては、左手を上に構えさせることをまず第 1とするため、右手でリコーダー

の下部を持たせて指導を行った。右手と左手が逆手になって覚えてしまい高学年になってか

ら持ち直すことは、子ども本人にとって辛いことであるため、徹底して左手が上であること

をまず理解させなければならない。よく「左利きの子どもは左手が下になるのか」という質

問を受けるが、そのような配慮は必要ない。特別の理由がない限り左手が上という原則を導

入期にこそ身につけさせなけ r 

ればならない。具体的な

運指については、シラソ

の三音のみ練習を行った。

目をつぶった状態で抑え

られるかなど、ゲーム感

覚の指導を取り入れた。

「姿」については、北

村俊彦 (2005)で紹介さ

れている姿勢を参考に授

業中は常に意識するよう

注意を促した。北村は、

胸とリコーダーの聞に風

船をはさむなどのイメー

ジを使って良い姿勢づく

りの工夫を紹介している

[北村、 2005:pp.17・19J0 

子どもたちは運指を目で

確かめようとし、リコー

ダーが必要以上に胸に近

い位置にきやすいため、

姿勢も導入期に常に意識

させ、定着を図るべきで

あろう。

(温)の部分は、楽曲

の演奏である。楽器を持

った以上は、基礎トレー

ニングだけで、なく楽曲が吹

きれいな音でリコーダーを吹くためには耳をよく使

うこと。きれいな音と汚し、音が聞き分けられるか。

ボディサインに合わせて、シとラの音を演奏中。楽譜

がなくても「たこたこあがれJを見事に演奏。



きたいものであるし、簡単な曲でも演奏できた喜びは今後の学習の原動力ともなるため導入

指導でも必ず行いたい。しかし、難しい曲の演奏はできないため、選曲に工夫が必要となる。

導入期の教材については、橋本龍雄 (2000)、北村俊彦 (2005)において、少ない音でも伴

奏を工夫して、演奏した時に満足感が得られる楽曲が紹介されている。たとえば「シj 一音

だけを使つての楽曲であれば、導入の 1時間目でも演奏可能である。今回は、曲集『はじめ

てのソプラノ・リコーダー』に収められている「シの練習」を教材として使用した。この曲は、

メロディーはシの音のみであるが、伴奏に豊かな和音とリズムが用いられているため、演奏

を行った時の充実感が味わえる曲である。しかし、リズムは二分音符だったり四分音符だっ

たりとさまざまであるため、今回は教師がボディサインでリズムを伝えるという方法をとり、

演奏させた。ほとんどの児童が 1回目で演奏ができ、 2回目では全員が上手に演奏すること

ができた。さらにシとラの2音を使って、 「たこたこあがれJの演奏を行った。ここでもボ

ディサインを用いることで、容易に演奏を行うことができ、児童も満足感を持っていた様子

である。

そして、導入指導最後には、リコーダーの種類の理解として、様々なリコーダーの範奏を

行った。この点については先ほど記述したため割愛する。以上、リコーダーに対して楽器と

しての興味・関心を高めるため、授業の前後に範奏を取り入れ、基礎的な奏法をマスターさ

せるためにゲーム感覚の指導法と楽曲選択を工夫した。これらにより、初めてリコーダーと

出会った 3 年生も無理なく楽しく学習が行え、 4~6 年生からは、嫌いだったリコーダーが好

きになったなどの肯定的な感想、が多く見られた。以下、いくつか子どもたちの感想を紹介す

る。
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額百抗予工けじめてすぐ，hラ包L

~1れずLO; イ~ '-C 1，. 
btß 悦歩 b'~'1 人いして 1~ ゥ宍
τ//i3 

~4 年生感想、》

今日付時間i二例先生、LIj~-'9わ
れ、巧名，ぺろ妊のf1~工\) 1 )フ-5iff) I 
小芝力、売ちょl)よく名力、 1)J.L先。
今日ボ角名づち7'[をされ料、毛()カu

l I宅た llイす。

芳L仇ヘq:J戸コ〉吋刈戸サ-'3"ザゲ円、柏二、ン瓦一ベ叫誉押習t均h、仇
E司十一τユ爪〈て、L除志於?九Lは免払恥肱lどt片L¥J T.'--L.. 1-臼日三可司j) 下
'1 - ..... '-'-¥;"J--L.?CI9Jl1..}... ¥. J T ~オtiも今 liL-

1足勺1-::
0

今日 I~ ，i}コーダLさ.3年生泊、うる片手生で‘しさとL長。
先生はる貯先生て..ι た。 1)コー夕、L宮尾すJ・{之シやラ千ソきざがして古.~\J. -，~ι 占、く埼セ t 年末 τ習はした。弘生は
:臥、うな柏を引いてくれたし村¥¥1Iトダムポスき
な、1):JータLを見せてくれま li~" ざいれて l-t 1)コ』
ヲーをヱつ 11パーんい11.i:;リなが'ちひ 11てくれ主しt?"
ノ写民主1ごぐ楽Lぐリコ~タニをみ〈ごピバぐと・・きまL九



~5 年生感想、》

，i、ベ" \;~:.口
i¥!?むλ3:，' :(;:0.'，叫す1;fJ仇，(，対(l寸ょ

~. :~ ~:; ~~ (~ )¥:'刊吃't-<1lえよ竹r'ごろ¥/-・...;， :!・-::;
:. t-::， t ¥ 7" t/コ、?五 可ぃ l ち工、

|‘介 、の川メモjJC) 内 I~ コのヰ JイJι
、子Lキ・バ77吟メ{J."九 i¥ (" r~~i. i I .;. ( /:  

~6 年生感想、》

今日わりコー々 、{を¥+'."、工'ft，脅しなたです;

払\1，\)コーにカヤ〔二 -1)吋でま主的時!~\.¥つ毛 1)コー恥
?事、吐いヤ同二町て西町~l::.~B考比べ仏イ
ロ-'1二 E や与三とか:・苓し勺二ヒてどと l~/Jりそrlt-:: 
BIT- 勾J 戸めて企し三 1器包又ぺ下三句寸ありが‘ヒ弓こ・:y~\ 廷

:?ι!山:二;み二ネよ::立:i官3ご5:;:i;二二J二工;::江;:二;に;;二;:コ:;，71江訂;江ホ土:土ご;:νココrr:ごご1;¥、¥、た
?γ戸?U;どf:山一式ぷ:シAコ二LU:t訂μJよ以"式:式ぷ以吹L;tl二立山!ケけ』ゴJ
υ?ナ、's.'~吋空符台制め {仁、 と τ 巴け小』リl附や内司今~ t:た三τす. フaIユ

し KL 州、台同リコー守主I}\~~主し仏吋日(ごし，t:: lぺ.1
拍I't余dしたた'"可。

(3)鍵盤ハーモニカ導入指導

鍵盤ノ¥ーモニカ導入指導は、全学年への指導となったため2コマ (1 --3学年、 4--6学年)

に分けて指導を行ったo 各学年の学習のめあては次のように設定した。

01年生は、音遊びを通して鍵盤ハーモニカの学習への関心を高め、鍵盤の配列について理

解させると共に器楽学習をする際の約束事について理解させる。 2，3年生は鍵盤ハーモニ

カの基礎について再確認し基礎の定着を図る。

04--6年生は、鍵盤ハーモニカの基礎について再確認し基礎の定着を図ること。拍の流れ

に乗って鍵盤ハーモニカを合奏できるようにする。

前述した「器楽導入指導のポイント①楽器としての魅力を感じさせることJを踏まえるた

め、いずれのグルーフ。においても範奏を授業の始めと終わりに行った。授業の始まりはアン

ダーソン作曲「トランペット吹きの休日Jを、終わりには九、つも何度でもJを範奏した。

後ほど紹介する子どもたちの感想、からも読み取れるように、やはり教師による範奏は子ども

たちの印象に残り易く、またその楽器への興味・関心を高めることが分かる。

次に II器楽導入指導のポイント②基礎的な奏法と事項を理解させること③何より楽しん

で楽器と触れ合うことJを踏まえるため、リコーダー学習と同様にゲーム性を取り入れたり、

ごっこ遊びを取り入れたり、ボディパーカッションを取り入れたりしながら子どもたちが楽

しみながら鍵盤ハーモニカの基礎を学べる指導法の工夫を行った。 1""-'3学年の導入指導の

主な流れは、次の5点である。

( i )範奏の鑑賞

(五)約束事の理解…音をやめるサインを覚える

(温)音遊びを通して黒鍵の概念を理解する

Civ) ドの位置を見つける…「どんぐりさんのおうちj を使って

(v)範奏の鑑賞と感想、の記入



(垣)については、 「先生が

手を 2回叩いたら、両手は頭

の上jというように、サイン

があったら強制的に鍵盤か

ら手が離れるような方法を

約束させる。鍵盤ハーモニカ

は音が大きいため「音をやめ

る合図」をしっかりと事前に

指導しないと、学習そのもの

が成立せず騒然とした状態

に陥り易い。(出)について

は、鍵盤というものが白と黒

の模様でできており、黒い鍵

盤は白い鍵盤よりも高くな

っている、ということからス

タートする。また鍵盤の法則

性を理解させるためには、黒

鍵の概念について理解させ

なければならない。本授業で

は、 「二つおやま」を使って

クラクション遊びを、「三つ

のおやまJを使って救急車の

サイレンの模倣をさせるこ

とで黒鍵の理解をさせた。ま

た、 「二つのおやまJを使う

際には、パスの運転手さんに

なってのごっこ遊びを取り

入れたり([八木正一ら、

2001: pp.110・111]を参考)、

r3つのおやま」を使う際に

は、「はしれきゅうきゅうし

ゃJの楽曲にのせてサイレン

を鳴らさせたりすることで、

子どもたちが楽しく取り組

みながら黒鍵の理解ができ

るよう配慮、を行ったo (iv) 

では、鍵盤の中からドの位置

を見つけるため教育芸術社の

白と黒の模様の理解と、黒い鍵盤が白い鍵盤よりも高くなっている

ことを理解させる。

ものまね遊びの様子。二つのお山を同時に鳴らすと何に聞こえるか

な・・-答えは車のクラクション。



教科書教材である「どんぐりさんのおうちJを用いた。歌詞が「秘密の地図Jになっている

ことを伝え、自分達でどんぐりさんのおうち(ドの位置)を探してみる活動は、子どもにと

ってワクワクする活動であり、自分達で見つけたドの位置であるため定着も早い。

次に4"'6学年の導入指導は、以下のような流れで、行ったo

( i )音楽ゲーム…拍を意識するための手拍子回しと簡単なボディパーカッション

(立)範奏の鑑賞

(出)鍵盤にっていの復習

(iv )鍵盤ハーモニカによる合奏

(v)範奏の鑑賞と感想、の記入

中高学年に導入指導とはし、かがなものか、と思われるかもしれないが、器楽の活動は一般

的に学年が上がるにつれ苦手な子どもと得意な子どもにはっきりと分かれる傾向がある。そ

して、苦手な子どもにとっては器楽の活動が苦痛になっている場合さえある。よって、この

時期に鍵盤ハーモニカの導入指導を通して、鍵盤ハーモニカと仲直りすること、そしてそれ

によって鍵盤への理解をはかることは、その後の器楽活動の礎を築くという意味でも価値の

あることだと考えられる。活動内容のは) (温) (v)については、先ほど紹介したもの

と類似しているため割愛する。ただ、低学年で、行ったごっこ遊びは、中高学年には不適と考え

たため他の活動にすり替えている。 4""'6年生には、鍵盤ハーモニカの基礎を復習した後、

合奏をメインとして行ったo ここでは選曲に配慮、し、簡単であり読譜を必要としないもの、

且つ演奏した後に満足感のあるものという観点から「もりのくまさん」の副次的旋律を主旋

律に合わせて演奏する活動を行ったo 楽譜は、曲集『あわせよう!楽しいうたと~身近な楽

器を使って""'~に収められているものを使用した。楽譜は用いずに、リコーダー導入指導の

時に用いたボデ、ィサインを使用しての合奏を行ったが、数回繰り返すうちにほぼ全員が上手

に演奏することができていた。また、合奏という活動の性質上、みんなで一つの音楽を作っ

ているという満足感も得られた様子である。 rもりのくまさんJは簡単な合奏だが、拍子や

拍を共有していないと難しい活動であるため、授業の導入段階で音楽ゲームを用いて拍子感

と拍の共有について理解させておいたo 子どもたち及び論文末に紹介する先生方の感想、から

も中高学年における鍵盤ハーモニカの導入指導は、基礎の再確認、苦手意識の払拭という意

味で大きな役割を果たすことが確認された。

以下、 1"'6学年の子どもたちの感想、を抜粋して紹介する。

~1 年生感想、》
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~2年生感想》
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<t6年生感想》
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以上、指導案を立て実施した授業の概要と子どもたちの感想、を紹介してきた。苦手意識を

抱かせない器楽導入指導のポイントとして、 3点を挙げて実施してきたわけであるが、子ど

もたちの感想、からそれらの方向性に間違いがなかったことが証明された。もちろん本研究を

端緒として今後も実証的な研究を進めていく必要性は感じている。器楽導入指導は、その楽

器に初めて触れる子どもにとっては誤った癖をつけずに基礎を定着させる重要な時期で、あり、

苦手意識を作らないとしづ意味でも大切な時期である D また、既に触れている子どもにとっ

ては、基礎の確認と苦手意識の払拭という意味合いを持つことが示唆された。器楽の学習は、

ともすると訓練的になりがちである。もちろん訓練的な要素が必要な時期もあるが、導入指

導においては、その楽器の魅力に触れながら楽しく基礎を身につけていくことが望まれるだ

ろう o

また、これら一連の導入指導を終えた後にH小学校に伺った際、朝、クラスから鍵盤ハー

モニカやリコーダーの練習する音が聞こえるようになった、というお話を伺った。また、鍵

盤ハーモニカとリコーダーが嫌いで音楽室に入ることを拒否していた子どもが私への感想、に



来、楽しいはずの音楽活動であるが、ともすると苦手意識が大きくなり、音楽活動そのもの

が苦痛となる場合がある。好奇心を持って音楽活動を子どもたちが行えるような指導方法を

これからも模索していきたいと考えている。

今後は、単式学級、 1学年ずつの実践も継続して行い、器楽導入指導の重要性と、その有

効な手立て、および教材開発について研究を進めていきたい。
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《リコーダ一指導案 3'""6年合同》

実路日等:2008年4刀30日11:30・12・15 新上五島町立H小学校 (3-6午ー生合同)綬業者:西田治

本時のねらい:!Jコーダーへの関心をiujめ、奏法の基礎を概括的に知り理解する。

学宇1の皮肉:以下の表のとおり。

0学習内容・学習活動

O範奏の鑑賞 《いつも何度でも》

0本時の学習のめあてをつかむ。

りコーダー奏法の基礎を知る。

05つのポイントの理解。

①耳・・・音色に気をつけて演奏を聞き分ける

@怠…シャボン玉の息(息圧の理解)

@舌…トゥの発音(タンギングの理解)

@指…o1 23番左手の連指の理解

@姿…演奏に適した姿勢

0楽曲の演奏

《シの線習》

《たこたこあがれ》

Oリコーダーの種類の理解

リコーダーにはソプラノだけでなく多様な種類が

あることを知り、リコーダーへの関心を高める。

0本時のまとめ

学習カードへ 5つのポイントと本時の感相を記入

する。

0教師のかかわり 女具体の評価規準など

O伴奏に合わせて教師が演奏を行う。

0今回の学習のめあてを理解させる。

5つのポイントを各々漢字一文字で示す。

[耳息舌指姿]

①きれいな音ときたない音のご通りの演奏をし、「ど

ちらがきれいな音かJ、「どうやったきれいなー昔が出

るか」を考えさせる。女@音色の違いを感じ取ろう

としている(表情観察、発言の聞き取り)。

@きれいな音を出すポイントが息j玉にあることに気

付かせ、シャボン玉を吹くときの息庄でリコーダー

を演奏するよう理解させる。

@英語の r2Jの発音から舌の動きに気付かせ、タン

ギングを理解させる。

@左手が上になるように構えさせるため、右手はリコ

ーダーの下部を持たせて左手の述指を理解させる。

@腕とリコーダーの問に風船があるイメージで構え

させる。女@5つのポイントを理解しようとしてい

る。(演奏聴取、態度観祭)

05つのポイントを踏まえて僚単な楽曲の演奏を行

う。丙幽共に教師が範手きを行し、イメージをつかませ

る。

0両地とも楽譜は用いず教師のボデイーサインに合

わせて演奏させる。 *@5つのポイントを意識して

演奏に生かそうとしている。(演奏臆取、態度観察)

Oソプラニーノ、クライネソプラニーノ、パスの三穏

類を演奏しながら紹介し、リコーダーの種類の幅広

さを理解させる。

05つのポイントを振り返える。リコーダー2本で《ぷ

んぶんぶん》を演奏し、今後のりコーダー学習への

意欲づけをする。

。次回以降、「学習カードJを用いて 5つのポイントを定着させていくことが望まれる。

《参観して頂いた先生方の感想、》
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《鍵盤ハーモニカ指導案 1"'-'3年生合同》

実施a等:2008年6月初日 10: 40~1l : 25 新上五島町立H小学校(ト3年生合同)授業者:西限措

本時のねらい:1年生は、音遊"(1を過して鍵盤ハ}モニカの学習への関心を高め、鍵盤の肥列について理解させ

ると共に器楽学習をする際の約束事について理解させる。 2，3年生は鍵盤ハーモニカの基礎に

ついて再確認し基礎の定着を図る。

学習の展開:以下の表のとおり。事前に《こぶたぬきつねこ》で音遊びをしてりラックスさせる。

0学習内容・学習活動

0範奏の鑑賞 《トランペット吹きの休日》

0本時の学習のめあてをつかむ。

「鍵盤ハーモニカと仲良くなろうJ

0約束事の理解

音をやめるサインを覚える。

or鍵盤jの理解

0ホースをつけ方

0音遊び

①二つのお山を使ってクラクション遊び

@三つのお山を使つての救急車のサイレン

Oドの位置をみつける

《どんぐりさんのおうち》を学習

0片づけ方を覚える

0本時のまとめ

範奏の撞賞 《いつも何度でも》

感想の記入

0教師のかかわり 女具体の評価規準など

O教師が演奏を行う。

0今回の学習のめあてを理解させる。

鍵盤遊びを通して鍵盤ハーモニカの奏法の基礎を体

験的に理解させるとともに、鍵盤ハーモニカを吹く上

での約束事を理解させる。

0器楽学習で必須の事項である「合図があったら音を

出すのを止めて話を聞くJということについて理解さ

せる。

0鍵盤の構造を理解させる。黒と自の模様がどのよう

な配列になっているか、観察を通して気づかせる。

01こんにちはjと言いながら回して入れると外れに

くくなる。

0音遊びを通して鍵盤の位置について理解させる。

①は、パスの運転手さんになっての音遊び。

②は、「走れ!救急車j の幽に合わせた音遊び。

宮島@教師のボディサインに合わせて、演奏しようとし

ている(態度観察、演奏聴取)。

0鍵盤の毘列を理解し、ドの位置を自分で見つけられ

るようにする。*~拍の流れにのって歌ったり演奏し

たりしようとしている(態度観察、演奏聴取)。

0つぱ抜きを合めた片づけ方について理解する。

0本時の学習を振り返える。教師の演奏を聴かせ、今

後の鑓盤ハーモニカ学習への意欲づけをする。

。次回以降、音遊びなどを通して鍵盤の理解を定着させていくことが望まれる。

また合せて導入期にタンギングの指蒋を行うことが望ましい。

《参観して頂いた先生方の感想、》
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《鍵盤ハーモニカ指導案 4'"'-'6年生合同》

実施日等:2008年6月26日11:30・12・15 新上五島町u:H小学校 (4-6年生合同)授業者:西岡治

本時のねらL、;鍵盤ノ、ーモニカの基礎について再篠認し基礎の定着を図る。拍の流れに采って鍵皇室ハーモニ

カを合奏できるようにする。

学習の展開:以下の表のとおり。事前に既習曲《スマイルアゲイン》を歌って緊張をほぐす。

O学習内容・学習活ー動

O本時の学曹のめあてをつかむ。

『鍵盤ハーモニカと仲直りしようj

0音楽ゲ}ム

手拍手回しゲーム

拍を意識した手拍子回し (3拍子、 4拍子)

コーノレ&レスポンス及び反復によるリズム合奏

0範奏の鑑賞 《トランベット吹きの休日》

0約束事の理解

音をやめるサインを覚える。

or鍵盤Jの理解

0音遊び

①二つのお山を使ってクラクション遊び

@三つのお山を使つての救急車のサイレン

Oドの位置をみつける

《どんぐりさんのおうち》を復習

0教師のかかわり *具体の評価規準など

O本時の学習のめあてを理解させる。

鍵皇室ハーモニカの法礎について再確認し基礎事項の

確認をさせる。拍の流れにのって鍵盤ハーモニカを合

奏できるようにする。

0拍に乗って演奏するための学胃。音楽ゲームを通し

て、全員で同じテンポを感じ、そのテンポの拍に来っ

て演奏できるようにする。

0鍵盤ハーモニカの範奏を教師が行うことで、鍵盤ハ

ーモニカ学習への関心を高める。

0器楽学習で必須の事項である「合図があったら背を

出すのを止めて話を聞く」ということについて理解さ

せる。

0鍵盤の構造を理解させる。黒と白の模様がどのよう

な配列になっているか、観察を通して気づかせる。

0音遊びを通して鍵盤の位置について理解させる。

①は、《ぱすばすはしる》の音遊び。

②は、《走れ!救急車》の曲に合わせた音遊び。

甲骨@教師のボディサインに合わせて、演奏しようとし

ている(態度観祭、演奏聴取)。

0鍵盤の配列を理解し、ドの位置を自分で見つけられ

るようにする。

0鍵盤ハーモニカの合奏 10副次的旋律を練習し、伴奏に乗って演奏できるよう

《もりのくまさん》の副次的旋律を 3パートに分|にする。女@拍の流れにのって合奏しようとしている

かれて淡奏する。 I(態度観察、演奏聴取)。

0片づけ方を覚える

0本時のまとめ

範奏の鑑賞 《し、つも何度でも》

感想の記入

0つば抜きを含めた片づけ方について理解する。

0本時の学習を振り返える。教師の演奏を聴かせ、今

後の鍵盤ハーモニカ学習への意欲づけをする。

《参観して頂いた先生方の感想》

(7毛先捗{;:刑事けてι

今Q呼うむ導入を1:， t更いわτ吟ければλ内村!亡す::r ~.t' 手 11こ
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先俸の予院長毛 スラ究τVζ.
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